

























































































































































































































































































































































































































































































































































α／G B 25　　　　　50　　　　　100　　　　250　　　　500　　　　1000　　　2000信頼区間 ?
1．75
O．40
ジニ係数
@5セβ
0．3524　　0．3525　　0．3515　　0．3525　　0．3531　　0．3534　　0．3533
O．0054　　0．0072　　0．0072　　0．0069　　0．0076　　0．0075　　0．0076
0．3410
O．3659
．3536
1．93
O．35
ジニ係数
@∫セ8
0．3121　　0．3121　　0．3114　　0．3122　　0．3127　　0．3130　　0．3129
O．0044　　0．0060　　0．0059　　0．0056　　0。0062　　0．0061　　0，0062
0．3028
O．3234
0．3131
2．17
O30
ジニ係数
@5セ8
0．2657　　0．2658　　0．2661　　0．2669　　0．2669　　0，2671　　0．2670
O．0049　　0．0045　　0．0050　　0．0051　　0．0051　　0，0053　　0．0052
0．2586
O．2754
0．2671
2．50
O．25
ジニ係数
@∫セ8
0．2273　　0．2273　　0．2269　　0．2274　　0．2278　　0．2279　　0．2278
O，0028　　0．0038　　0．0038　　0．0035　　0．0038　　0．0038　　0．0038
0．2 1
O．2345
0．2279
3．00
O．20
ジニ係数
@∫セβ
0．1832　　0．1832　　0．1830　　0．1833　　0．1836　　0．1837　　0．1836
O．0021　　0．0029　　0．0028　　0．0026　　0．0028　　0．0028　　0．0028
0．1791
O．1885
0．1837
3．83
O．15
ジニ係数
@∫セ8
0．1384　　0．1383　　0．1382　　0．1384　　0．1386　　0．1387　　0．1386
O0015　　0．0021　　0．0020　　0．0018　　0．0020　　0．0019　　0．0020
0．1355
O．1421
0．1387
表6　5分位データから求めたジニ係数
　5つの順序統計量（2000，4000，6000，8000，10000番目）からジニ係数を求めた表5と5
分位データからジニ係数を求めた表6を比較すると、ほとんどの場合、5つの順序統
計量からジニ係数を求めた場合の精度の方が若干ではあるがよい。
4．5　分位データに基づく最尤推定
　分位データとは、順序統計量の関数である。ここでは、q分位データを用いて、最
尤法で分布のパラメータ（パレート分布P（1）（a，1）を仮定した場合はaである。）を推定
する方法を考えよう。
　q分位データxω，…，x（q）をそれぞれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　号　　　　　　　　　　　　　x・1・・題㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号n　　　　　　　　　　　　　x（2》＝暑ΣXi，n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i＝号＋1
　　　　　　　　　　　　　x、，，・＃£x、，n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i一与し・＋1
とする。
29
命題4より、それぞれの密度関数は、
　　　　　　　　　f（・1）・f、i－i・ズノ（Zl・…・・Z）dz・…d・号
　　　　　　　　　　　　　＆　　　　　　　　　　　　　　　　oo　　　 　f（・2）・鶴》毒。ノ（zz・1・…・zgn）d・z“・…d・in
　　　　　　　　　　　　i　。。　。。
　　　　　　　　　ア（Zq）・4－1　　　　　 ・処。！（Zザ1n＋1・…・Zn　　q）舛麗…dZn
　　　　　　　　　　　　　　　　9
となる。ここで、
　　　　　　　　　　　　n！ア（Zil，…，Zim）＝
　　　　　　（il－1）！（i2－il－1）！…（n－　im）！
　　　　　　　　×｛礁Σ磨）｝・・－1｛F（・、，）－F（Zil）｝・・一・・－1…｛・－F（z、．）｝n－－lm
　　　　　　　　×六準）f（・、、）’・・f（・、。）・毒
である。
　このとき、背後の分布としてパレート分布P（1）（a，　1）を仮定した場合は、
魚）＝αズ（a＋1）、F（x）＝・1－・x’aをそれぞれ代入すればよい。
　尤度関数は、
　　　　　　9（Z1≦Xω・Z2≦X（2）・…　，Zq≦X㊤））＝ア（z1）・f（z2）×…×f（Zq）
となり、この式を分布のパラメータについて偏微分し、0とおき、そのパラメータに
ついて解けばよい。
5　結論
　ジニ係数は、背後に分布型を仮定した場合、順序統計量を用いることによって、分
布のパラメータの最尤推定を通じ、その最尤推定量を求めることが可能となる。
　本論文では、背後に仮定する分布型としてパレート分布をとりあげ、データの（1）
最小値と最大値、（2）任意の順序統計量からパラメータaを最尤推定する方法を述べ、
ブートストラップ法によりその精度を評価した。表7は、ジニ係数の標準偏差（理論
値）、ブートストラップ法により求めた（1）最小値と最大値と（2）5つの順序統計量
（2am，4000，6000，8000，10000番目）のジニ係数の標準誤差、同じく、5分位データから
ブートストラップ法により求めたジニ係数の標準誤差をジニ係数が0．25の場合におい
て比較したものである。4つの値を見てみよう。
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順序統計量からのジニ係数の推定（竹内）
理論値　　　　　　　（表1） qoO31
最小値と最大値　　　　（表3） α0225
5つの順序統計量　　　（表5） α0036
5分位データ　　　　（表6） α0038
表7ジニ係数0．25における標準誤差
　最小値と最大値から求めたジニ係数の精度（標準誤差）はかなり悪い。しかし、5つ
の順序統計量（2㎜，4000，6000，8000，10000番目）から求めたジニ係数の精度は、すべての
データから求めた最尤推定量の理論上の精度にかなり近い値であり、5分位データか
ら求めたジニ係数の精度よりも若干ではあるがよい。このことから所得データの公表
に際し、分位データのみを表象するのではなく、順序統計量をも基本統計量として開
示することは十分意味があるといえるであろう。
　また、背後にある分布型として様々なものを仮定して同様に分析することもできる。
その場合、順序統計量によりジニ係数の最尤推定量を理論的に導くことは一般に難し
くなるが、数値計算で解決することができる。
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